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こ
の
度
の
町
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
各
方
面
の
方
々
か
ら
の
温

か
い
ご
支
持
と
ご
支
援
を
賜

り
、
引
き
続
き
、
上
富
田
町
政

を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
て
使
命
と
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　
一
期
目
の
後
半
は
、
予
想
も

し
て
い
な
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
処
を

行
い
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
は
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と
な

く
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
と
、
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
お
褒

め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
心
で

あ
っ
た
「
未
来
を
託
す
子
ど
も

た
ち
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
で

は
、
平
成
30
年
５
月
よ
り
、
完

全
学
校
給
食
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条

例
の
制
定
を
は
じ
め
、
中
学
校

卒
業
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化

や
小
中
学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
し
ま
し
た
。
小
中
学

校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
児
童

生
徒
１
人
に
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
生
支
援
と
し
て

10
万
円
を
一
括
給
付
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
二
期
目
の
町
政
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
く
に
あ
た
っ
て
、
喫

緊
の
課
題
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン

の
３
回
目
接
種
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
、
１
月
か
ら
、
医
療
従

事
者
を
は
じ
め
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
方
か
ら
、
接
種
を
始
め

て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
終
わ
れ

ば
、
65
歳
以
下
の
方
に
も
順
次

接
種
を
行
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

医
師
や
看
護
師
、
薬
剤
師
、
職

員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
体
制
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。

　
上
富
田
町
は
、
大
変
厳
し
い

財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

選
挙
期
間
中
に
訴
え
て
き
た
９

つ
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
を
中
心

に
、
令
和
３
年
度
か
ら
10
年
後

の
将
来
像
や
町
づ
く
り
の
方
向

性
を
示
す
『
第
５
次
　
上
富
田

町
　
総
合
計
画
』
の
基
本
理
念

に
基
づ
い
て
、「
明
る
く
豊
か

で
元
気
な
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
」
そ
し
て
、「
未
来
を

託
す
子
ど
も
た
ち
が
輝
く
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
に
歩
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
私
自
身
、
正
義
を
貫
く
た
め
、

初
心
を
忘
れ
ず
に
、「
誠
心
誠

意
」
と
い
う
言
葉
を
信
条
と
し

て
、
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
誠
の

心
、
誠
の
意
思
を
持
っ
て
、
よ

り
一
層
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
１
万
５
千
町
民
の
安
心
、
安

全
な
生
活
と
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
心
を
一

つ
に
し
て
協
働
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
上
富
田
町
を
よ
り
よ
く
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
お
力

添
え
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
実
施
さ
れ

た
町
長
選
挙
は
１
月
25
日
に
告

示
さ
れ
、
田
中
　
健
司
氏
、
奥

田
　
誠
氏
の
２
名
の
候
補
者
に

よ
り
、
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　
投
票
は
30
日
に
町
内
12
箇
所

の
投
票
所
で
午
前
７
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
票
は
同
日
、
午
後
８
時
か

ら
上
富
田
文
化
会
館
文
化
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
午
後
９
時
３
分

に
確
定
し
、
奥
田
　
誠
氏
の
当

選
が
決
定
し
ま
し
た
。

投
票
結
果

　
当
日
有
権
者
数

　
　
　
　
　
１
２
，９
１
９
人

　
投
票
者
数
　
７
，９
８
７
人

　
投
票
率
　
　
61
・
82
％

開
票
結
果

　
有
効
投
票
数
　
７
，８
６
８
票

　
当 

奥
田
　
誠
氏 

４
，２
８
１
票

　
　 

田
中
健
司
氏 

３
，５
８
７
票

　
無
効
投
票
数
　
119
票

　
任
期
満
了
に
伴
う
上
富
田
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
の
日
程
に

つ
い
て
、
上
富
田
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
い
て
次
の
と
お
り

決
定
致
し
ま
し
た
。

■
選
挙
期
日(

投
開
票
日)

　
令
和
４
年
４
月
24
日
（
日
）

○
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
令
和
４
年
３
月
11
日
（
金
）

　
午
前
９
時
30
分
か
ら

　
上
富
田
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

○
立
候
補
届
出
書
類
等
予
備
審
査

　
令
和
４
年
４
月
７
日
（
木
）、

　
４
月
８
日(

金)

　
午
前
９
時
か
ら

　
午
後
５
時
ま
で

○
告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）

　
令
和
４
年
４
月
19
日
（
火
）

　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
午
後
５
時
ま
で

※
立
候
補
届
出
書
類
等
予
備
審
査

お
よ
び
立
候
補
届
出
の
会
場
は

い
ず
れ
も
上
富
田
町
役
場
２
階

大
会
議
室
と
な
り
ま
す
。

問 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

　
　
　
　
　
　（
⑪
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

上
富
田
町
長
選
挙
の

結
果
に
つ
い
て

上
富
田
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
日
程
に
つ
い
て

  
就
任
ご
あ
い
さ
つ

奥
田
　
　
誠
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人事行政の運営等の状況

○部門別職員数（各年4月1日現在）

令和2年

92人

11人

24人

127人

令和3年

91人

 9人

24人

124人

○職員の初任給（令和3年4月1日現在）

○職員の研修（令和２年度）
・新規採用職員への研修のほか、能力向上のための各種研修を実施しています。

・「紀の国防災人づくり塾」防災士取得研修等に参加しています。

○職員の期末・勤勉手当（令和3年4月1日現在）　
年間　4.45月分

※職制上の段階、職務の等級による加算あり

○公務災害（令和２年度）
・公務災害　　　　　　　　　　　１件

・通勤災害　　　　　　　　　　　０件

○公平委員会の報告（令和２年度）
・勤務条件に関する措置要求　　　０件

・不利益処分への審査請求　　　　０件

○分限・懲戒処分（令和２年度）
・分限処分者数　　　　　　　　　１人（休職）

・懲戒処分者数　　　　　　　　　０人

一 般 行 政 職

大 　 学 　 卒

高 　 校 　 卒

初任給

182,200円

150,600円

○職員の平均給料・平均年齢（令和3年4月1日現在）
区 　 　 分

一 般 行 政 職

平均給料月額

286,700円

平均年齢

37.8歳

○人件費（令和２年度普通会計決算）

○職員給与費（令和２年度普通会計決算）

（注）人件費には、職員の給与、退職手当、共済費のほか、特別職の給料および報酬等を含んでいます。

住民基本台帳人口
（令和3年3月31日）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）令和元年度の
人件費率

実質収支

15,504人 8,485,402千円 68,635千円 1,028,006千円 12.1％ 12.9%

（注１）職員手当には、退職手当は含まれていません。
（注２）職員数は、令和2年4月1日現在の普通会計に属する人数です。

職員数
（Ａ）

1人当たりの給与費
（Ｂ／Ａ）

給　与　費

103人 320,456千円 42,300千円 130,756千円 493,512千円

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計  （Ｂ）

4,791千円

　上富田町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、町職員の給与や職員数の状況などについて、

抜粋してお知らせします。（給与などの額は実際の手取り額ではなく、税や各保険料を控除する前の金額です。）

問総務課　庶務・危機管理班　（⑪番窓口）☎　33-7092

○特別職の報酬等（令和3年4月1日現在）

区　分 期末手当

年間
2.65月分

720,000円

590,000円

540,000円

300,000円

260,000円

240,000円

町　長

副町長

教育長

議　長

副議長

議　員

月額
減額率
％

減額後の
月額

10

－

－

－

－

－

648,000円

590,000円

540,000円

300,000円

260,000円

240,000円

一 般 行 政 部 門

特 別 行 政 部 門

公営企業等会計部門

合　　　計

部　門
職員数
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上
富
田
町
で
は
、
一
般
事
務

補
助
、
資
格
免
許
職
等
の
会
計

年
度
任
用
職
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
登
録
制
度

に
よ
り
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、

業
務
繁
忙
期
や
職
員
に
欠
員
が

生
じ
た
と
き
な
ど
に
、
職
員
の

補
助
と
し
て
一
会
計
年
度
（
４

月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま

で
）
の
範
囲
内
を
任
期
と
し
て

任
用
さ
れ
る
非
常
勤
の
公
務
員

で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
働
き
た
い
期

間
や
職
種
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め

登
録
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
に

応
じ
て
条
件
に
合
う
方
を
登
録

さ
れ
た
方
の
中
か
ら
選
考
し
、

審
査
後
採
用
す
る
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
登
録
期
間
中
に
必

ず
任
用
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
障
が
い
者
の
方
を
対

象
と
し
た
登
録
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
、
上

富
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
左
記
の
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課
庶
務
・
危
機
管
理
班

（
⑪
番
窓
口
）

☎
３
３
―
７
０
９
２

上
富
田
町
会
計
年
度
任
用
職
員

登
録
制
度
の
ご
案
内

マイナンバーカードの交付・申請の夜間受付

顔写真撮影サービスと申請時来庁方式

平日の昼間に役場にお越しいただけない人は、次のとおり夜間受付を行いますのでご利用ください。

◆日時　3月3日、10日、17日、24日、31日 毎週木曜日 午後７時まで
◆場所　役場住民課①番窓口

◆業務内容　マイナンバーカードに関すること（カードの受取、申請など）

　　　　　　必要書類については、事前にお問い合わせください。

※住民票の異動に関する業務や住民票・戸籍等各種証明書の発行等は行っておりません。

問住民課 住民・環境班(①番窓口)  ☎47-0550

◆顔写真撮影サービス

　マイナンバーカードの申請を希望される方に対して、申請に必要な顔写真を撮影するサービスを行っています。

希望される方は役場①番窓口へお越しください。

◆申請時来庁方式による申請受付

　マイナンバーカードの受取時に窓口に来庁する「交付時来庁方式」に加え、申請時にのみ来庁する「申請時来

庁方式」を始めました。

◆申請時来庁方式での申請から交付までの流れ

　①マイナンバーカードの申請時にご本人が来庁し、本人確認と暗証番号を設定

　②後日、マイナンバーカードは本人限定受取郵便でご自宅に郵送

◆マイナンバーカードの申請に必要なもの

・申請書（お持ちでない方は窓口で発行いたします。）

・本人確認書類（顔写真付き１点または顔写真無し２点、通知カードを紛失された方は顔写真付き１点＋顔写真

無し１点が必要です。)

・通知カード（回収します。紛失の場合はお申し出ください。）　・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ。）

※15歳未満の方、成年被後見人の方は必ず法定代理人が同行してください。

　申請に必要なものに加え、次のものが必要です。

・法定代理人の本人確認書類 　・代理権が確認できるもの（戸籍謄本等、同一世帯の親は不要）
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問和歌山地方法務局田辺支局　☎０７３９－２２－０６９８

問和歌山地方法務局田辺支局　☎０７３９－２２－０６９８

　自分が残した財産をめぐって、家族の間で争いが起きるのは避けたいものです。

　例えば、高齢の父が亡くなり、残された子ども二人（兄妹）が遺産を分けることになりました。

　ところが、東京で暮らす妹は「実家の土地建物や田畑は兄さんに譲る代わりに預貯金全部

を私がいただくわ」と主張し、実家に暮らす兄は「田畑の管理は大変で相続するだけ大赤字な

のに預貯金も私が相続しないと割に合わん」と一歩も譲りません。「そんなの私には何も残ら

ないから全部売り払ってお金にして分ければいい」と妹が言い返しても、兄は「先祖代々受け

継がれてきた土地だから手放せない」とお互いの主張は平行線のまま。

　こんなときに亡くなられた父の遺言書があれば、大切な子どもたちは言い争いにならなか

ったかもしれません。

　遺言書は、次世代に残す故人の意志であり、残された親族間の紛争を未然に防ぐために有

用です。ご自身で作成された遺言書を法務局へ預けることで、より安心なものとなります。

　あなたの大切な遺言書を法務局が守ります。自筆証書遺言書保管制度をぜひご利用くだ

さい。

　相続手続きの簡素化を目的とした制度をご存じでしょうか。

　この制度は、戸籍等の書類を添付した申出に対して、法務局の登記官が法定相続人が誰で

あるかを確認し、証明書を無料で交付するものです。

　相続登記のほか、金融機関の預貯金の払い戻し等、相続手続き全般で利用することができ

ます。

　詳しい内容については、法務局までお問い合わせください。また、法務局ホームページでも

ご覧いただくことができます。

「ご存じですか？自筆証書遺言書保管制度」

「ご存じですか？法定相続情報証明制度」

「ご存じですか？自筆証書遺言書保管制度」

「ご存じですか？法定相続情報証明制度」

～和歌山地方法務局田辺支局からのお知らせ～～和歌山地方法務局田辺支局からのお知らせ～
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CKD(慢性腎臓病)とは、腎臓の働きが低下したり、腎臓に障害が起こっている状態をいいます。CKDは

あまり聞きなれない病名かもしれませんが、現在日本ではCKD患者さんは成人の約8人に1人と推計さ

れ増加傾向にあり、新たな国民病と言われています。発症や進行には生活習慣のかかわりが深いため、生活習慣を見

直し改善することがCKD予防の第一歩となります。

慢性腎臓病（CKD）をご存じですか？
～3月１０日は世界腎臓デーです～

   

 
 

 

 

 

●血液、血圧、骨を正常に

　保つホルモンを分泌

●体の水分量や塩分など

　電解質のバランスを調整

●血液をろ過して、老廃物を

　尿として体外に排出
●血圧をコントロール

CKD の定義 当てはまる方は要注意！

腎臓をいたわる生活習慣

①尿たんぱくなど腎臓の障害を示す所見がある
②腎臓のろ過機能(e-GFR※)が60％未満に低下
　【※e-GFRとは・・・腎臓の機能を知ることので
きる指標です。血液検査でのクレアチニンの数値
と年齢、性別を使い計算します。数値が低いほど
腎臓の働きが低下していることになります。】

●減塩を心がける
　酸味や辛味等で味付けを工
夫して、意識的に塩分摂取を控
えましょう。

●適度な運動を定期的に
　ウォーキングなどの軽い運動
で血行を良くしましょう。

●ストレスをためない
　ストレスや過労は血圧を上昇
させるため、無理はせ
ず睡眠・休養をしっか
りとりましょう。

●お酒は適量、たばこは吸わない
　過度の飲酒や喫煙は血管を
収縮して血圧を上昇させます。

●水分は過不足なくとる
　適度の水分をとって、尿を排
出することで腎臓への負担が
軽減されます。

●バランスよく食べる
 タンパク質などの摂りすぎに
注意し、一汁三菜の定食スタイ
ルでバランスを整えましょう。

□体がだるかったりむくみを感じたりする
□顔色が悪い
□疲れがたまりやすい
□尿に濁りがある
□メタボである
□尿検査で異常を発見されたことがある
□血糖値や血圧が高めである
□塩分の多い食事を好む
□家族に腎臓病の方がいる

①②のいずれか、
あるいは①②両方が3か月以上続く状態

食生活 生活習慣
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
掛
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　　
い
き
い
き
わ
か
や
ま
体
操
ア

プ
リ
は
、
県
が
作
成
し
た
自
宅

で
も
介
護
予
防
の
体
操
が
で
き

る
ア
プ
リ
で
す
。
動
画
を
見
な

が
ら
自
宅
で
手
軽
に
介
護
予
防

の
体
操
が
行
な
え
ま
す
。

　
体
操
回
数
に
応
じ
て
ポ
イ
ン

ト
が
獲
得
で
き
、
ポ
イ
ン
ト
獲

得
ラ
ン
キ
ン
グ
で
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
左

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

か
、「
い
き
い
き
わ
か
や
ま
体

操
ア
プ
リ
」
で
検
索
し
て
く
だ

さ
い
。

○
ア
プ
リ
の
使
い
方
や
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は

和
歌
山
県
福
祉
保
健
部
福
祉
保

健
政
策
局
長
寿
社
会
課

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
５
２
１

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

○
日
時
　
３
月
11
日
（
金
）

　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分
　

○
内
容
　

　「
認
知
症
が
テ
ー
マ
の
映
画

　 

鑑
賞
」

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
状
況
次
第
で
中
止

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

参
加
希
望
の
場
合
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

長
寿
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑨
番
窓
口)

☎
３
３
‐
７
３
４
０ 

行事名    月　日（曜） 場　　所 対　　象

2歳児相談 3 月16 日( 水 )

上富田町
保健センター

令和元年 9 月・10 月生まれの方

3歳半健診 3 月 23 日( 水 ) 平成 30 年 9 月・10 月生まれの方

1歳半健診 4 月 6 日( 水 ) 令和 2 年 8 月・9 月生まれの方

4か月健診
4 月13 日( 水 )

令和 3 年 12 月生まれの方

10か月健診 令和 3 年 5 月生まれの方

育児相談(2か月) 
4 月14 日( 木 )

令和 4 年 2 月生まれの方

育児相談(1歳) 令和 3 年 3 月生まれの方

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
日
程
を
変

更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ

　令和4年3月16日～4月15日

　町では子宮頸がん検診は20歳以上の方、乳がん検診は40歳以上の方を対象に、2年に1回、検診の費用の一部を助

成しております。また、下記対象者の方は、クーポン券を利用して無料で受けていただくことができます。【令和4年3月

31日まで】ぜひこの機会に検診を受けましょう。クーポン券を紛失された方は、保健センターまでご連絡ください。

子宮頸がん・乳がん検診受けられましたか？

◎子宮頸がん検診

●クーポン券対象者

　平成12(2000)年4月2日～
　　　　　平成13(2001)年4月1日生まれの方

●検診の方法

　子宮頸部の細胞診
　子宮頚部を専用の器具で
　擦って細胞をとり、
　がん細胞など異常な細胞がないか調べます。

◎乳がん検診

●クーポン券対象者

　昭和55(1980)年4月2日～
　　　　　昭和56(1981)年4月1日生まれの方

●検診の方法

　マンモグラフィー
　専用の装置に乳房を挟んで、
　エックス線撮影を行います。

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

い
き
い
き
わ
か
や
ま

体
操
ア
プ
リ
の
ご
案
内

↑こちらを
スマートフォン
などで読み取っ
て下さい。
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今
回
は
、
入
賞
作
品
か
ら
中
学
校
の
部
お
よ
び
一
般
の

部
の
入
選
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
入
　
選

【 

中
学
校
の
部 

】

歌
い
だ
す
鳥
の
さ
え
ず
り
聞
き
な
が
ら

　
上
富
田
中
学
校
　
１
年
生
　
　
吉
良
　
柊
哉

皿
の
上
夕
日
の
よ
う
な
ト
マ
ト
か
な

　
上
富
田
中
学
校
　
１
年
生
　
笠
松
　
あ
か
り

ね
て
る
父
ひ
を
あ
び
て
い
る
サ
ン
グ
ラ
ス

　
上
富
田
中
学
校
　
１
年
生
　
　
福
田
　
千
愛

制
服
が
少
し
小
さ
く
夏
休
み

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
　
稲
田
　
沙
月

雪
解
け
時
見
上
げ
る
先
に
つ
ぼ
み
あ
る

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
　
吉
田
　
奈
穂

下
校
中
案
山
子
が
鳥
と
僕
騙
す

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
　
伊
藤
　
大
翔

貝
が
ら
は
夏
の
思
い
出
海
の
音

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
　
角
前
　
朱
莉

エ
ラ
ー
し
て
見
上
げ
た
空
は
う
ろ
こ
雲

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
　
尾
﨑
　
蒼
生

ポ
ツ
ポ
ツ
と
線
香
花
火
に
時
と
ま
る

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
　
林
　
　
琉
妃

コ
ロ
ナ
禍
で
早
足
で
去
る
夏
休
み

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
３
年
生
　
　
須
本
　
千
晶

夏
の
日
が
進
め
進
め
と
背
を
こ
が
す

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
３
年
生
　
　
高
野
　
　
海

ペ
ダ
ル
止
め
見
上
げ
た
つ
ば
に
蝉
時
雨

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
３
年
生
　
　
髙
橋
　
こ
つ
る

下
校
時
の
決
ま
っ
た
場
所
に
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
３
年
生
　
　
深
見
　
さ
く
ら 

駆
け
て
ゆ
く
は
だ
し
の
君
と
海
の
声

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
３
年
生
　
　
久
保
地
　
　
凜 

【 

一 

般 

の 

部 

】

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
武
千
代
　
先
生  

選

心
太
夕
日
沈
め
て
ゐ
た
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
前
田
　
紀
代
子

鍵
盤
を
弾
む
十
指
や
秋
う
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
市
田
　
み
さ
き

新
涼
の
腕
振
れ
ば
足
つ
い
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
白 

浜 

町
　
　
　
狼
谷
　
道
子

主
よ
り
楽
し
き
犬
や
草
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
　  

宮
内
　
信
子

我
が
影
を
前
へ
追
ひ
立
て
日
短

　
　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
　
樫
本
　
正
巳

世
の
隅
に
質
実
に
居
て
韮
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
　
樫
本
　
正
巳

亡
き
人
の
言
葉
降
り
く
る
星
月
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
　  

森
　
　
京
子

秋
耕
の
畝
に
脚
跡
深
か
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　  

岡
本
　
美
恵
子

蒼
穹
に
渦
の
声
解
き
鷹
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
　
尾
崎
　
　
均

デ
ジ
タ
ル
に
疎
き
暮
ら
し
や
月
祀
る

　
　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
　
堀
　
あ
や
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
戸
　
杉
生
　
先
生
　
選

板
の
間
に
春
泥
残
し
猫
の
去
る

　
　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
那
須
　
眞
千
代

芋
水
車
廻
し
て
く
れ
し
遠
き
日
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町  

　
　
中
井
　
文
子

行
き
あ
ひ
の
人
み
な
や
さ
し
秋
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
す
さ
み
町
　
　  

片
倉
　
充
子

思
ひ
出
は
遠
の
く
ば
か
り
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
白 

浜 

町
　
　
　
狼
谷
　
道
子

未
だ
昼
餉
間
に
合
ひ
さ
う
な
栗
御
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　  

岡
本
　
美
恵
子

枝
の
先
背
中
合
せ
に
柿
熟
す

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　  

岡
本
　
美
恵
子

奉
納
の
新
藁
青
く
匂
ひ
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
　  

山
本
　
陽
子

見
上
げ
れ
ば
落
ち
て
き
さ
う
な
夏
の
星

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　
　  

壇
都
　
実
花

か
な
か
な
に
鳴
き
包
ま
れ
て
一
事
終
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
上
富
田
町
　  

本
西
　
満
穗
子

珈
琲
の
ご
く
り
と
喉
に
秋
深
む

　
　
　
　
　
　
　
　
田 

辺 

市
　
　
浜
岡
　
美
哉
子

【
令
和
３
年
度
上
富
田
町
体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ
表
彰
受
賞
者
の
お
知
ら
せ
】

　
上
富
田
町
体
育
協
会
で
は
、

各
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
顕
著
な
成

績
を
収
め
ら
れ
た
方
々
に
、
そ

の
功
績
と
名
誉
を
称
え
ス
ポ
ー

ツ
表
彰
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
２
年
度
中
に
ご
活
躍
さ
れ

た
方
々
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

〇
ス
ポ
ー
ツ
賞
（
個
人
）

《
少
林
寺
拳
法
競
技
》
長
尾
　
涼
花

○
ス
ポ
ー
ツ
協
会
賞
（
個
人
）

《
水
泳
競
技
》
田
上
　
侑
生

《
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
》

　
奥
井
　
眞
生
、
奥
井
　
真
吉

○
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
個
人
）

《
空
手
道
競
技
》

　
永
野
　
杏
朱
、
木
村
　
百
華
、

　
田
野
上
空
唯

《
弓
道
競
技
》

　
阿
久
根
一
紀
、
山
本
　
遥
輝

《
ゴ
ル
フ
競
技
》　
赤
松
　
成
眞

《
柔
道
競
技
》　
垣
内
　
茉
裕

《
少
林
寺
拳
法
競
技
》
小
嶋
　
輝
希

《
登
山
競
技
》

　
平
尾
　
瑠
惟
、
鈴
木
　
涼
太

《
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
》

　
岡
崎
　
一
颯
、
髙
尾
　
奏
大

《
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
》
尾
﨑
　
千
花

《
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
》
小
松
　
優
佳

《
野
球
競
技
》

　
大
池
　
悠
太
、
上
田
　
翔
也

《
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
》

　
岡
村
　
泰
希
、
白
木
　
智
隆
、

　
中
村
　
奈
義
、
雨
積
　
咲
絵
、  

　
深
瀬
　
捺
希
、
杵
岩
　
洸
樹
、

　
楠
本
　
真
得
、
深
見
　
悠
馬
、

　
井
澗
希
良
莉
、
木
本
　
翔
太
、

　
瀬
戸
　
叶
汰
、
栗
栖
　
豊
和
、

　
射
場
　
葉
音
、
雨
積
　
　
唯
、

　
玉
置
　
七
聖

《
陸
上
競
技
》
土
井
　
舞
桜

〇
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）

《
サ
ッ
カ
ー
競
技
》

　
上
富
田
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

〇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

《
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
》

　
國
本
　
高
義

　
　
　

　
令
和
三
年
度
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
昨
年
度
に
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
生

徒
が
の
び
の
び
と
活
動
を
行
う

に
は
、
ま
だ
ま
だ
困
難
な
状
況

で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

ん
な
中
で
も
自
分
た
ち
が
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
各
学
年
で
話

し
合
い
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
第
一
学
年
は
、
南
紀
支
援
学

校
と
の
交
流
や
新
入
生
体
験
入

学
が
中
止
さ
れ
た
時
に
も
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
楽
し

い
遠
足
に
す
る
た
め
に
自
分
た

ち
で
上
富
田
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

を
企
画
し
ま
し
た
。

　
第
二
学
年
は
、
ふ
る
さ
と
学

習
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
検
定

に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
上

富
田
町
の
発
展
の
た
め
に
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
い
け
ば
い
い
か

を
考
え
ま
し
た
。

　
第
三
学
年
は
、
体
育
祭
の
練

習
に
制
約
が
か
か
る
中
、
体
育

祭
実
行
委
員
が
中
心
と
な
っ
て

生
徒
同
士
の
間
隔
、
マ
ス
ク
の

着
用
を
呼
び
か
け
、
声
出
し
に

は
広
い
場
所
で
色
別
練
習
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
第

五
十
七
回
体
育
祭
の
成
功
に
繋

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
修
学
旅
行
に
お
い
て

は
、
十
一
月
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
判

断
を
待
ち
、
三
重
県
へ
の
修
学

旅
行
が
や
っ
と
決
定
し
ま
し
た
。

と
て
も
短
い
準
備
期
間
で
も
全

員
が
協
力
し
て
、
思
い
出
に
残

る
修
学
旅
行
に
し
よ
う
と
努
力

し
ま
し
た
。
行
く
場
所
、
行
く

場
所
で
思
い
っ
き
り
楽
し
み
、

お
い
し
い
食
事
を
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
第
三
学
年
の
卒
業

制
作
の
言
葉
は
「
結
」
で
す
。

卒
業
制
作
は
、
体
育
祭
の
五
つ

の
色
を
使
っ
て
絆
を
表
現
し
て

い
ま
す
。
ま
た
「
結
」
と
い
う

漢
字
で
五
色
の
絆
を
結
ぶ
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
と
の
結
び
つ
き
で
人
は
成
長

し
ま
す
。
社
会
の
状
況
も
人
と

の
関
係
も
と
て
も
難
し
い
今
、

や
っ
ぱ
り
人
と
人
と
の
結
び
つ

き
で
絆
を
深
め
る
こ
と
が
一
番

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ど
ん
な
困
難
で
も
結
び
つ
き

を
大
切
に
取
り
組
む
上
中
生
の

姿
が
輝
い
た
一
年
で
し
た
。
来

年
度
も
ど
ん
な
輝
く
姿
を
見
せ

て
く
れ
る
か
楽
し
み
で
す
。

　
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
生
活

保
護
に
準
じ
た
保
護
が
必
要
な

世
帯
の
児
童
生
徒
に
対
し
、
一

定
の
援
助
を
行
う
支
援
制
度
と

し
て
、
要
保
護
・
準
要
保
護
児

童
生
徒
就
学
援
助
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
お
困
り
の
方
は
お
子
様
が
通

わ
れ
て
い
る
学
校
ま
た
は
教
育

委
員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 　
生
馬
小
学
校☎

４
７
‐
０
１
２
６

　
朝
来
小
学
校☎

４
７
‐
０
０
４
０

　
岩
田
小
学
校☎

４
７
‐
２
１
２
０

　
岡
小
学
校

☎
４
７
‐
２
０
２
７

　
市
ノ
瀬
小
学
校

☎
４
８
‐
０
３
３
４

　
上
富
田
中
学
校

☎
４
７
‐
０
０
５
３

　
教
育
委
員
会☎

４
７
‐
５
９
３
０

就
学
援
助
に
つ
い
て

学 学 

校校

紹紹

介介
上
富
田
中
学
校
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さ
む
い　

さ
む
い　

夜

ち
い
さ
い　

ち
い
さ
い

ゆ
き
が　

ふ
る

さ
む
い　

さ
む
い　

朝

お
お
き
い　

ゆ
き
が

い
っ
ぱ
い　

つ
も
る

野
の
梅
の
咲
き
初
め
人
の
出
も
見
え
て

熱
燗
と
梅
の
一
枝
一
忌
日

波
音
も
風
も
春
め
き
磯
支
度

梅
剪
定
脚
立
に
登
る
九
十
歳

浅
春
の
日
を
吸
ひ
込
み
し
水
車
か
な

村
挙
げ
て
紙
漉
く
と
い
ふ
晴
間
か
な

冬
耕
や
昔
は
山
と
空
ば
か
り

一
寸

る
る
掴
ま
れ
さ
う
な
仏
手
柑

伸
び
て
来
し
日
矢
に
ふ
く
れ
て
蕗
の
薹

遠
望
の
富
田
川
原
や
う
す
ら
春

本
西
満
穂
子

出
羽
　
鶴
枝

出
羽
智
香
子

浜
本
美
栄
子

下
平
百
美
子

山
本
　
陽
子

宮
内
　
信
子

岡
本
美
恵
子

射
場
　
典
子

木
村
　
圀
夫

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
緑
の
芝
生
が
黒
く
な
り
思
い
出
景
色
遠
の
く
ば
か
り

山
口
さ
と
江

（
投
稿
歓
迎
）

『
ゆ
き
』

　
　

朝
来
小
学
校　

４
年　

八
田　

慈
月

「
い
つ
の
日
か
」
は
な
き
に
等
し
い
い
つ
の
日
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
揺
れ
る
水
仙
黄
昏
の
土
手

稲
田
　
和
代

節
分
に
子
ら
の
健
康
願
い
つ
つ
せ
っ
せ
せ
っ
せ
と
巻
き
寿
司
を
巻
く

稗
田
　
満
代

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

図書館にあるよ

上富田町立図書館 ☎ ４７-１７９０問

今月のベストテン

1.

2.

　3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

黒牢城　　　　　　　　　　　　

塞翁の盾　　　　　　　　　　　

ヒトの壁　　　　　　　　　　　

ブラックボックス　　　　　　　

探花　隠蔽捜査９　　　　　　　

母の待つ里　　                

同志少女よ、敵を撃て          

老いの福袋　                　

すばらしい人体あなたのからだをめぐる知的冒険

真夜中のマリオネット　　　　　

米澤　穂信　　　

今村　翔吾　

養老　孟司　

砂川　文次　

今野　敏　　

浅田　次郎　

逢坂　冬馬 　

樋口　恵子

　

山本　健人　

知念　実希人

KADOKAWA

集英社

新潮社

講談社

新潮社

新潮社

早川書房

中央公論新社

ダイヤモンド社

集英社

『やきざかなののろい』

　お寿司の魚は大好きなのに、焼き魚とな

ると子ども達にはあまり人気がありませ

ん。理由は、骨があって食べにくいからだと

か…。そんな焼き魚の「のろい」とは一体ど

ういうことなのでしょうか?

塚本　やすし/作

ポプラ社
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市ノ瀬公民館

市ノ瀬公民館ロビー展

朝来公民館

〔文化財関連イベント情報〕

《上富田町埋蔵文化財発掘調査成果展》

〔文化財関連イベント情報〕

《上富田町埋蔵文化財発掘調査成果展》

問教育委員会事務局（朝来公民館担当） ☎ ４７-５９３０

朝来公民館(木・日を除く平日)☎４７-０５４５

◆日 　 時　3月7日(月)～ 午前8時30分～午後4時
◆場　　　　所　朝来公民館（朝来コミュニティセンター）
◆休 館 日　毎週　木・日曜日
＊1週間を目途に作品を入れ替えます。終了日については、
　教育委員会事務局へお問い合わせください。

　平成30年度より実施した、龍松山城跡・坂本付城跡の発掘調査の成果を中心に、これまでに上富田町内

で発掘された埋蔵文化財を展示する企画展を開催します。

【本　展】 3月 1日(火)～3月12日(土)　上富田文化会館　研修室１・２　

【巡回展】 3月24日(木)～3月27日(日)　岩田公民館・市ノ瀬公民館

【時　間】 午前9時～午後5時

【入場料】 無料

【主　催】 上富田町・上富田町教育委員会

【講演内容】

・「中世の山本氏とその足跡」　　　　　坂本亮太 氏（和歌山県立博物館）

・「幻の館・坂本付城の構造」　　　　　新谷和之 氏（近畿大学）

・「龍松山城と周辺の山城」　　　　　  白石博則 氏（和歌山城郭調査研究会）

・「考古学からみた山本氏関連城館群」　川崎雅史 氏（和歌山県文化財センター）

・パネルディスカッション　　　　　　　コーディネーター：田中元浩 氏（和歌山県立紀伊風土記の丘）

【日　時】　３月１２日（土）　午後1時00分～午後4時00分（予定）

【会　場】　上富田文化会館　文化ホール（YouTubeライブ配信あり）

【会場観覧定員】300名　（和歌山県在住者のみ・事前申込制）

【入場料】無料

【会場観覧申込方法】

　・上富田文化会館内教育委員会事務局窓口／電話（0739-47-5930）

　　※窓口・電話受付時間：午前8時30分～午後5時00分（土日祝を除く平日のみ）

　・インターネットフォームからのお申し込み

　　URL　https://logoform.jp/form/yfVS/69224　　　　　　　　　　　　QRコード　　　

※定員に達し次第締め切ります。

※定員に達しなかった場合、当日の受付で入場できます。

【YouTubeライブ配信】

　日時：３月１２日（土）午後1時00分～午後4時00分（予定）

　ＵＲＬ　https://youtu.be/GZCpySEvme4             　　　　　　  　　　QRコード

　※申込の必要はございません。

　※新型コロナウイルス感染状況により会場での観覧が中止になる場合がございますが、YouTubeライブ配

　　信は予定通り行います。
　

【主催】上富田町・上富田町教育委員会・紀伊考古学研究会・和歌山城郭調査研究会・和歌山地方史研究会

【共催】上富田町生涯学習推進委員会

問教育委員会事務局（市ノ瀬公民館担当） ☎ ４７-５９３０

市ノ瀬公民館（土・日を除く平日）　☎ ４８-０３６６

◆日 　 時　2月28日（月）～3月10日（木）

　　　　　　　　　　　　 午前8時30分～午後４時

◆場　　　　所　市ノ瀬公民館ロビー

◆休 館 日　毎週　土・日曜日

朝来公民館ロビー展

問教育委員会事務局　☎47-5930

まちづくり講座（和歌山地方史研究会第１５０回例会）
公開シンポジウム「紀南の雄・山本氏の本拠に迫る」
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上
富
田
町
俳
句
大
会
入
賞
作
品
の
ご
紹
介

　
小
学
校 
中
・
高
学
年
、
中
学
生
の
入
選
句
で
す
。

【
小
学
校
中
学
年
の
部 

入
選
】

ラ
ン
ド
セ
ル
お
ろ
し
た
シ
ャ
ツ
に
あ
せ
の
あ
と

岩
田
小
学
校
　
３
年
生
　
塩
地
　
健
伸

や
っ
と
は
れ
た
ぼ
く
の
ふ
う
り
ん
う
ご
き
だ
す

朝
来
小
学
校
　
３
年
生
　
岩
本
え
い
ち 

せ
み
の
声
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
し
ゅ
く
だ
い
だ

朝
来
小
学
校
　
３
年
生
　
笠
中
　
優
音

ひ
ま
わ
り
と
い
っ
し
ょ
に
お
い
わ
い
た
ん
生
日

朝
来
小
学
校
　
３
年
生
　
高
岸
空
良
斗

つ
ば
め
の
子
隊
列
乱
し
前
の
め
り

生
馬
小
学
校
　
４
年
生
　
谷
口
　
和
聡

ぽ
か
ぽ
か
だ
春
の
お
ふ
と
ん
大
好
だ
　

朝
来
小
学
校
　
４
年
生
　
田
浦
沙
菜
恵

決
勝
戦
け
っ
た
ボ
ー
ル
に
落
ち
る
あ
せ 

朝
来
小
学
校
　
４
年
生
　
酒
田
　
悠
生

シ
ュ
ッ
シ
ュ
ッ
と
音
だ
け
ひ
び
く
ス
イ
カ
わ
り

朝
来
小
学
校
　
４
年
生
　
鈴
木
　
隼
音

こ
ろ
も
が
え
服
に
あ
わ
せ
て
か
み
も
切
る

朝
来
小
学
校
　
４
年
生
　
立
花
　
愛
結

ど
ん
ぐ
り
が
で
ん
ぐ
り
が
え
り
坂
道
で
　

市
ノ
瀬
小
学
校
　
４
年
生
　
島
倉
　
来
実

【
小
学
校
高
学
年
の
部 

入
選
】

あ
ぜ
道
を
そ
め
ゆ
く
赤
は
彼
岸
花

岡 

小 

学 

校
　
５
年
生
　
中
道
こ
な
つ

こ
お
ろ
ぎ
は
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
飛
ぶ
よ
忍
者
だ
ね

岡 

小 

学 

校
　
５
年
生
　
吉
田
　
　
晶

ラ
ン
ド
セ
ル
か
ら
っ
ぽ
に
し
た
夏
休
み

朝
来
小
学
校
　
５
年
生
　
小
嶋
　
瑞
希

雨
上
が
り
か
さ
の
す
き
ま
に
虹
見
え
る
　

　
　
　 

生
馬
小
学
校
　
６
年
生
　
岡
本
　
琉
聖

つ
く
し
た
ち
我
が
先
に
と
太
陽
へ

生
馬
小
学
校
　
６
年
生
　
松
本
　
咲
重

夕
焼
け
の
日
差
し
ま
ぶ
し
い
草
野
球

岡 

小 

学 

校
　
６
年
生
　
前
田
日
菜
子

夏
の
空
二
色
の
え
の
ぐ
青
と
白

朝
来
小
学
校
　
６
年
生
　
石
神
　
宗
仁

暑
す
ぎ
て
「
み
つ
け
て
」
と
願
う
か
く
れ
ん
ぼ

朝
来
小
学
校
　
６
年
生
　
北
川
　
智
里

夏
休
み
友
達
を
待
つ
か
げ
ぼ
う
し
　

朝
来
小
学
校
　
６
年
生
　
坂
本
　
春
姫

青
と
白
ま
ぜ
て
も
で
き
ぬ
夏
の
空
　
　
　
　
　
　

市
ノ
瀬
小
学
校
　
６
年
生
　
庄
司
ひ
よ
り

【
中
学
校
の
部 

入
選
】

花
ふ
ぶ
き
ピ
ン
ク
の
空
の
魔
法
の
よ
う

　
　
　
　 
上
富
田
中
学
校
　
１
年
生
　
飯
島
　
莉
奈

つ
ゆ
き
た
る
雨
の
音
色
が
耳
通
す
　

　
　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
１
年
生
　
影
裡
　
奈
実

か
ん
声
が
上
が
ら
な
い
中
花
火
鳴
る

　
　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
１
年
生
　
森
田
　
純
歌

今
は
な
き
祖
父
の
作
っ
た
夏
野
菜

　
　
　
　 

上
富
田
中
学
校
　
１
年
生
　
酒
田
　
芽
依

友
の
家
ラ
ム
ネ
片
手
に
語
り
合
い
　

　
　
　
　 

上
富
田
中
学
校
　
１
年
生
　
中
松
　
　
雫

風
呂
あ
が
り
お
と
な
気
分
で
ア
イ
ス
テ
ィ

　
　
　
　 

上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
山
本
　
珠
々

わ
っ
た
と
き
ま
っ
か
な
太
陽
す
い
か
だ
な
　

　
　
　
　 

上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
蔦
原
　
　
唯

夏
休
み
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
み
り
ょ
く
し
る

　
　
　
　 

上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
能
城
　
　
遼

夕
や
け
で
染
ま
っ
た
赤
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　 

上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
宮
地
　
　
杏

全
ペ
ー
ジ
し
お
り
を
は
さ
む
中
二
夏

　
　
　
　 

上
富
田
中
学
校
　
２
年
生
　
野
口
　
椎
央

あ
と
一
歩
届
か
な
か
っ
た
夏
の
夢

　
　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
３
年
生
　
松
本
　
蓮
生

乗
り
き
る
ぞ
仲
間
と
か
よ
う
夏
期
講
習

　
　
　
　 

上
富
田
中
学
校
　
３
年
生
　
宮
原
　
才
知

燃
え
る
夏
テ
ス
ト
も
恋
も
ま
っ
し
ぐ
ら

　
　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
３
年
生
　
岡
本
　
理
奈 

た
お
や
か
な
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
の
揺
れ
る
羽

　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
３
年
生
　
堀
　
　
千
紘

朝
顔
や
朝
と
昼
で
は
違
う
顔 

　
　
　
　
上
富
田
中
学
校
　
３
年
生
　
大
岩
　
莉
緒
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　俳人出
で わ

羽里
り

石
せき

をご存じでしょうか。

　上富田町民には俳句

をたしなむ人が多いよう

ですが、それにはこの出

羽里石の影響が大変大

きいと思われますので、

簡単に紹介したいと思い

ます。

　上富田町史によりますと、町内の俳句の先達に井戸

本可兆（本名新蔵で元村長）がいると書かれています

が、里石（本名寛一）は井戸本可兆に勧められて16歳

頃に俳句を始めました。

　当初、里石は田辺で造酢業を営んでいましたが、昭

和14年（1939：40歳の頃）10月に岩田に戻り父祖の業

を継いで百姓を始めました。

　　百姓となりて悔いなし芋の月　　　　　里石

　昭和に入り、上富田町内には「早苗会」と「山草句

会」の二つの句会がありました。早苗会の中心は朝来

の井戸本可兆でした。山草句会は昭和12年（1937）1

月に岩田の岩橋黄坡（笑巖）の発起で結成されたと

里石が書いています。

　里石を指導者として、富田川筋に確固とした俳句地

盤がここから形成されることになると町史には書かれ

ています。

１）里石の俳句と人となり

　里石は昔
むかしかたぎ

気質の人で、ズバズバとものを言ったので

怖がられていた面もありましたが、真っすぐな人で情

にもろかったそうです。俳人高野素十も「里石君は情

の人であり涙の人である」と書いています。（里石句集

「畦」）

　句会仲間であった中瀬喜陽は、里石の家の前を通

るとよく里石につかまって家に入れと言われ、作句に

ついていろいろと指摘されることがいやで、遠回りを

して土手を歩いて帰ったという話もあります。（喜陽

の家は市ノ瀬で里石の家はその途上にあった）

　また、自宅が岩田小学校の運動場に面していたた

め、ボールが飛び込んできては、子どもたちが叱られ

ていたとのことです。

　山草句会を率いる里石のもとには俳人の来遊が多

く、但馬の京極杞陽、西宮の阿波野青畝、京都の高野

素十らは何度も訪れたといいます。

　高野素十は昭和31年（1956：里石57歳の頃）2月に

初めて岩田にやってきました。中央の有名な俳人でし

たので、天皇陛下をお迎えするようなありさまだった

といいます。稲葉根王子跡には、次のような素十の句

碑が建てられています。

　　春風の一日の道長かりし　　　　　　 素十

　里石の俳句は「写生」を基本とし、生活即俳句、俳

句即生活と説きました。

　　つかみたるところくぼみし熟柿かな　　里石

２）里石の俳句の道

　里石の俳句は、はじめ高浜虚子に師事し「ホトトギ

ス」に投稿しながら学びました。虚子（1874～1959）は

「客観写生」、「花鳥諷詠」を大事にしていました。そ

の後、高野素十の俳誌「芹」の紀南支部を担当して素

十との関係を深めていきます。当時は「四
しい

S
エス

」の大家が

黄金時代であったと書かれています。名前がみんなS

から始まる、阿波野青畝・水原秋桜子・高野素十・山

口誓子の４氏をさします。

　　遠山に日の当たりたる枯野かな　　　　虚子

　　去年今年貫く棒の如きもの　　　　　  虚子

３）里石の交友関係

　文化人であった里

石には他にも多くの

文化人との交流があ

りました。近くに10

歳ほど年上の画家稲

田米花が住んでいま

した。二人に交流が

あったことはわかっ

ていますが、具体的なことはわかりません。 

　ただ、昭和42年（1967：里石68歳の頃）1月27日付

の上富田中学校の新聞「仲間」第4号に米花と里石の

対談記事が載っています。里石はこの年に句集「畦」

を出しています。面白いことに、山形県出身で全国的

に有名な日本画家小松 均(※)とも交流があったことが

わかっています。

　さて、大正期に朝来の井戸本可兆がこの地方に俳

句文化の種をまき、里石がそこで学び頭角を現し、岩

田に戻って百姓をしながら俳人として実力を発揮しま

した。中央の有名な俳人とも交流しながら、どんどん

この地方の俳句文化を底上げしていきました。

　里石亡き後は、岡の射場秀太郎にバトンタッチされ

ていくことになり、町内でも一気に俳句をたしなむ人

が増えていきました。

４）里石の町内における句碑

　　一山の落下をもって弔はん　　（龍松山城跡）

　　百姓となりて悔いなし芋の月　（三宝寺）

　　月一つ神楽のすみし田の上に　（稲葉根王子跡）

※小松均(1902～1989)山形県出身で、後に帝展で特選を

受賞するなどの有名な画家。

現在、京都大原の自宅は小松均美術館となっています。

若い頃は、売れない画家で、田辺に来たときは出羽里

石らが世話をしました。

上富田の文化財　  人物編 
俳人 出羽 里石

22

晩年の出羽里石

里石（左）素十（中央）秀太郎（右端）
黄坡（後列中央）写真提供：岩橋幸大氏
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上
富
田
町
俳
句
大
会
入
賞
作
品
の
ご
紹
介

　
今
回
は
、
小
学
校
低
学
年
の
部
の
入
選
句
で
す
。

【
小
学
校
低
学
年
の
部 

入
選
】

あ
め
が
ふ
る
か
わ
い
い
せ
な
か
か
た
つ
む
り

     

岩
田
小
学
校
　
１
年
生
　
　
な
か
た
　
う
る
は

ひ
が
ん
ば
な
き
め
つ
の
や
い
ば
お
も
い
だ
す  

岡
小
学
校
　
１
年
生
　
　
さ
か
も
と
　
す
ず
な

お
ち
ち
ゃ
だ
め
せ
ん
こ
う
は
な
び
き
え
な
い
で 

市
ノ
瀬
小
学
校
　
１
年
生
　
　
大
木
谷
　
明
音

カ
ブ
ト
ム
シ
ひ
っ
さ
つ
わ
ざ
は
つ
の
パ
ン
チ 
　

市
ノ
瀬
小
学
校
　
１
年
生
　
　
し
み
ず
　
り
く

お
よ
い
だ
よ
パ
パ
と
い
っ
し
ょ
に
５
メ
ー
ト
ル 

市
ノ
瀬
小
学
校
　
１
年
生
　
た
む
ら
　
し
ゅ
ん

あ
じ
さ
い
が
き
ら
き
ら
ひ
か
る
雨
あ
が
り     

岡
小
学
校
　
２
年
生
　
　
　
平
田
　
し
ょ
う
ま

火
を
つ
け
て
に
げ
る
せ
な
か
が
花
火
み
る     

朝
来
小
学
校
　
２
年
生
　
い
な
本
　
お
う
す
け

あ
お
み
か
ん
す
っ
ぱ
い
け
れ
ど
も
う
一
つ     

       

朝
来
小
学
校
　
２
年
生
　
　
　
　
山
本
　
さ
わ

花
火
も
つ
し
ら
な
い
う
ち
に
く
つ
に
あ
な   

　

朝
来
小
学
校
　
２
年
生
　
　
　
髙
は
し
　
き
子

あ
つ
い
な
あ
マ
ス
ク
の
下
は
ど
ん
な
顔
　
　
　 

朝
来
小
学
校
　
２
年
生
　
ほ
り
た
に
　
つ
む
ぎ

　岩田方面から岡小学校方面を見ています。時
代とともに田園風景も徐々に住宅が増えてきて
います。左上部に黒く見えるのが田中神社です。

　昭和40年頃の岡小学校付近は、学校以外の建物
は見当たりません。今では道路が整備され、個人住
宅や県営住宅、福祉施設等が密集しています。

写真で見る今昔（岡）

昭和 20 年頃 撮影 昭和 40 年頃撮影

令和 3 年 10 月撮影 令和 3 年 10 月撮影
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〇
水
道
の
使
用
を
開
始
す
る
時

　
転
入
や
転
居
等
に
よ
り
水
道

を
使
い
始
め
る
場
合
は
、
開
始

申
込
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
使
用
者
が
変
わ
る
場
合
に

は
、
名
義
変
更
届
も
併
せ
て
提

出
が
必
要
で
す
。

　
開
始
時
は
原
則
立
会
い
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。

〇
水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
時

　
転
出
や
転
居
等
に
よ
り
水
道

を
使
わ
な
く
な
る
場
合
は
、
中

止
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
止
届
の
提
出
が
な
い
場
合
に

は
水
道
は
使
用
中
と
な
る
た
め
、

実
際
に
使
用
さ
れ
な
く
て
も
基

本
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

〇
使
用
者
お
よ
び
所
有
者
の
名

　
義
を
変
更
す
る
時

　
名
義
人
死
亡
、
賃
貸
物
件
へ

の
入
居
、
売
買
等
に
よ
り
水
道

の
使
用
者
や
所
有
者
が
変
わ
る

場
合
は
、
名
義
変
更
届
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
用
途
を
変
更
す
る
時

　
住
宅
を
改
築
し
て
店
舗
を
開

く
場
合
や
、
店
舗
を
閉
め
て
引

き
続
き
家
庭
で
使
用
す
る
場
合

等
に
は
、
用
途
変
更
届
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
各
手
続
き
は
電
話
で
は
受
け

付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
窓
口
へ

印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
お
越
し

く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
は
そ
れ

ぞ
れ
手
数
料
が
必
要
で
す
。

　
賃
貸
物
件
等
の
場
合
は
、
所

有
者
（
大
家
・
管
理
人
等
）
の

記
名
押
印
が
必
要
で
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
開
始
・
中
止
の
作
業
は
開
庁

時
間
内
で
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
事
前
に
受
付
が
可
能
で
す

の
で
、
ご
予
定
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ

い
。
代
理
の
方
で
も
お
手
続
き

い
た
だ
け
ま
す
。

　
各
様
式
は
上
下
水
道
課
に
備

え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
上
富
田

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
上
下
水
道
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  
漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
給
水
装
置
（
メ
ー
タ
ー
除
く
）

は
所
有
者
の
財
産
で
あ
り
、
お

客
様
に
管
理
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
蛇
口
を
す
べ
て
閉
め
た
状
態

で
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
（
銀
色
の
玉
）
が
回
っ

て
い
れ
ば
漏
水
の
疑
い
が
あ
り

ま
す
。
漏
水
の
修
繕
は
お
客
様

の
負
担
と
な
り
ま
す
。
上
富
田

町
指
定
の
給
水
装
置
工
事
事
業

者
へ
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。
　

　
漏
水
状
況
に
よ
っ
て
は
減
免

の
対
象
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
上
富
田
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
家
を
長
期
間
不
在
に
さ
れ
る

場
合
は
、
中
止
の
手
続
き
を
さ

れ
る
か
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め
て
お

く
と
、
万
が
一
漏
水
し
て
も
被

害
が
抑
え
ら
れ
て
安
心
で
す
。

問 

上
下
水
道
課
　
業
務
班

（
⑬
番
窓
口
）

☎
４
７
‐
０
５
５
０

◆
税
目
　
　

　
○
国
民
健
康
保
険
税
（
第
９
期
）

◆
納
期
限
　

　
○
３
月
31
日
（
木
）

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
督

促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班

　
　
　
　
　
　（
⑥
番
窓
口
）

　
　
☎
３
４
‐
２
３
７
１

　
国
は
、
毎
年
３
月
を
自
殺
対

策
強
化
月
間
と
定
め
、
自
殺
予

防
の
取
組
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

３
月
か
ら
４
月
は
、
進
学
や
進

級
、
就
職
、
転
勤
等
に
よ
り
取

り
巻
く
環
境
が
変
化
し
、
大
変

忙
し
く
な
り
や
す
い
時
期
で
す
。

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
こ
ま

な
い
よ
う
に
、
困
っ
た
ら
周
囲

の
人
や
各
種
相
談
機
関
に
早
め

に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

  

～
ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
～

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
身

近
な
人
の
異
変
に
気
付
き
、
サ

ポ
ー
ト
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
周
り
に
も
自
殺
の
危

険
に
陥
っ
て
い
る
人
が
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　「
元
気
が
な
い
、
疲
れ
て
い
る

よ
う
だ
」
な
ど
、
身
近
な
人
の

様
子
が
い
つ
も
と
違
う
と
気
付

い
た
ら
勇
気
を
持
っ
て
声
を
掛

け
て
み
ま
し
ょ
う
。
孤
立
・
孤

独
を
防
ぐ
こ
と
が
、
自
殺
予
防

の
有
効
な
手
段
で
す
。

問 

福
祉
課
　
福
祉
班（

⑤
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

今
月
の
納
税

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

水
道
の
手
続
き
に
つ
い
て

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
事
前

に
手
続
き
が
必
要
で
す

水
道
の
手
続
き
に
つ
い
て

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
事
前

に
手
続
き
が
必
要
で
す

水道メーター
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◆
税
目
　
　

　
○
国
民
健
康
保
険
税
（
第
９
期
）

◆
納
期
限
　

　
○
３
月
31
日
（
木
）

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
督

促
手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班

　
　
　
　
　
　（
⑥
番
窓
口
）

　
　
☎
３
４
‐
２
３
７
１

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
３
月
11
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局
企
画
産
業
課

☎ 

２
６
‐
７
９
４
７

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

　
３
月
15
日
（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

◆
場
所
　

　
大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
健
康
安
全
課

☎ 
２
６
‐
７
９
３
１

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
令
和
４
年
３
月
１
日
か
ら
、

７
日
ま
で
の
一
週
間
、
春
の
火

災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
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前月比
総 数 15,680 人 -4

男 性 7,504 人 +3

女 性 8,176 人 -7

世帯数 7,350 世帯 ±0

上富田町の人口と世帯数
令和4年 1月末現在
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　狂犬病予防法により、犬の登録（生涯１回）と、狂犬病予防接種（毎年１回）が義務づけられています

（室内で飼われている犬も同様です）。犬の所有者は、犬を取得した日（生後９０日を経過した日）から３０

日以内に登録しなければなりません。また、引っ越し等で住所が変更になった場合や、飼い主が代わった

場合、飼い犬が亡くなった場合も 住民課   住民・環境班（②番窓口）まで届出をしてください。

　上富田町では、次のとおり各地区において、令和４年度定期集合注射および登録を行いますので、必ず

受けてください。都合で集合注射を受けられない場合は、動物病院にて狂犬病予防注射を受けてくださ

い。診療時間など詳しくは、動物病院へお問い合わせください。

令和４年度狂犬病予防定期集合注射について

４月１３日（水曜日）　下鮎川・市ノ瀬・岩田・岡・生馬地区
○実施日時場所

下鮎川児童館

一乗寺バス停留所前

若もの広場

農村環境改善センター

畑山町内会館

田熊会館

生馬出張所前

岡高齢者憩の家

下岡バス停留所前

岩田公民館前

午前  ９時００分～  ９時１５分

午前  ９時２０分～  ９時３５分

午前  ９時４０分～  ９時５５分

午前１０時００分～１０時２０分

午前１０時２５分～１０時４０分

午前１０時４５分～１１時００分

午前１１時１０分～１１時３０分

午後  １時００分～  １時１５分

午後  １時２０分～  １時３５分

午後  １時４０分～  ２時００分

４月１４日（木曜日）朝来・南紀ノ台地区

南紀ノ台町内会館

大谷総合センター

朝来コミュニティセンター

丹田台集会所

上富田町役場玄関前

午前  ９時００分～  ９時２０分

午前  ９時３０分～  ９時４５分

午前  ９時５０分～１０時０５分

午前１０時１５分～１０時３５分

午前１０時４５分～１１時１０分

｝３，２５０円
集合注射にかかる費用

・狂犬病予防注射（一匹）…２，７００円

・注射済票交付手数料（一匹）…５５０円

・登 録 手 数 料（一匹）…３，０００円（新規登録のみ）

※つり銭が不足しますので、おつりのないようにお願いします。


